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肉　牛　肥　育　経　営　に　関　す　る　一　考　察

柴田昭治郎・豊住　登

（秋田県畜試）

1．　隅萱の目的

調査のH的は，肉牛肥育一般の経営的技術的な問題点

と，更に多頭飼養経営における経営的な性格と成立の条

件を明らかにして肉牛多頭飼養経営安定の方向を求めよ

うとする．

2．　的重の対象及び方法

調査対象は，本県の主要な肉牛肥育地域と目される雄

勝郡稲庭川蓮町よ少第1表の調査農家を選んだ．経済収

支構造の検討には生産費計井を行なったが，計算法はほ

ゞ農林省統計調査部の約束に準じ，実情に応じて若干修

正した．

第1表　調査農家の概況

そのために生産費と価額の対応が問題になるが，（診⑤のエ

ように費用を多投した農家が販売価額も高く，むしろ良

好な収支バランスをもつことが知られる．
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石．　調査の成果

当地域は，水田比率75努の小規模水田地帯で，調査

農家の経営組線上肉牛部門と関係する条件としては，遁

戸中8戸が果樹を導入し，下草牧草を利用していること，

多頭飼養では労力的な競合から倭革作を中止している等

の補合儲合関係がみられた．

肉牛肥育経済の成果を端的に示す生体100仁匂当少の生

産費は第1図の過少である．経済収支の面で特に注呂さ

れるのは，肉質による価格水準の差が著しいことである．

囚　ふ客

第1回　生産費と価顔，収益

このような肥育の姓辞任を左右する条件としては，肥

乗盲の資質の間題与，肥育過程の技術（費用せ下）の

題があるが，まず前者を検討する手がかカとLt購入，

販売時愈蟄体重匿ういてみるを　箸　褒参照多年賃比較的

柵な収支匪矛′■タyLスを示した農家のうち①を除く⑧④

⑳がいずれも生体重王耕）EF以上で版売し，素牛は瓜O E，

以上が多く，所謂「大物」を選択する傾向がみられ，そ

の結果として比較的生体単価が高く実現している．以上

の傾向は，肉牛個別にみても同様であって，第2図にみ

るエクに同一期間内の増加額（販売価額一乗牛価額）は

明らかに40町以上が多額であカ，またこれら増加額形

成の二大要因である増体率（版売時体重／乗牛体重×100）

と肉単価の値上奉（販売時生体単価／素牛生体単価×l00）



212

第2表　購入販売時の生休禿別頭数
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窮2図　肥育日数と増加額

の増加額との相関係数は，

増
加

増体率　　単価値上か率

劇晦以下　汀＝0．即　　汀＝0＿陀

額　4釦Eク以上　汀＝＝0．朗5　　万三＝0．溢2

となカ，後者がよか密接な関係をもっととは注目に価す

る・また，l日当増加蟄）円を境に二つのグループに分
けた場合，

増1日当増加額　　増体率　単価借上力奉
加　　　　却円以下　正三＝0．m　　打＝0．邸
顔1日当増加額

2Ⅸ）円以上　汀＝＝0．罰7　　万＝0．非

と走力，2沿円以下では増体が，盈）円以上では単価値

上力率がそれぞれ増加額形成に支配的な役割絶わこと

が知られ前記農家の経済性の技術的内容となっている．

次に受用投下について増加額との関係をみると，（第

3表参照）①②農家の増加額，生産費共に少いグループ

と・③④⑤農家の増加乳生産費共に大なるグループと

の肥育形態の分化がみられ，前者における粗放性，後者
第3表
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一日当生産費と増加額

における集約性が特徴的で，特に後者は肉牛個体別の周

例を素牛選択・飼姜管理がこれに対応してお力，小農的

篤農的技術の担い手としての性格が強い．そして．この

ような技術水準が多頭飼養の形態にとり入れるととがで

・きるかどつかが重要な問題となるが，現状では，労働・

資金及び飼養管理の画一性等のため，このような肥育形

態の採用が制限されざるを得ない．

肉牛部門の直接労働（飼養管理労働）及び間接労働

（飼料作物労働）は（第3図参照）多頭化する程節約さ

れるが，特に直凄労働の節約の程度が相対的に高く，間

接労働は，飼料基盤の整備によってのみ節約が本格化さ
れるものであろう．

自給飼料の構成は，水田区画の零細性（水田1区画平均

28），無畜農家の瞳畔草利用等によって多頭飼養農家

でも零細飼養と同様に瞳畔革雑草と副産物（わら）が中

心である（第4図参照）．樹園地下草利用も無視出来を

いが，本格的な飼料作物導入ではなく．むしろ附随的な
利用と考えられる．
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第3図　一日一頭当労働時間

最後に，和牛肥育の経済性に関する諸指標を第4表に

示したが，特に留意すべき点として，多頭飼養の労働節

約で，①忙みるように苦しい労働生産性の向上がみられ

ること，資金純収益が相対的に高いこと，言い換えれば

資金及び利子負趣が多額に達することで，多頭飼着の展

開に当って最も基本的を問題となる．

第4表　肉牛肥育の経済的成果
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第4図　自給飼料の他日別構成
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4．　む　す　ぴ

1周到な素畜選択及び飼養管理によって経済性を高

め得た小農的な篤農的な肥育形態は，多頭飼養にそのま

ゝ導入することは困難であ少，多頭飼養は，比較的粗放

を形態たらざるを得ない．

之　しかし，多頭化による労働節約によって，労働当

身の生産性の向上は著しい．

a　自給飼料構成においては，前述の当地域の特殊性

に支えられ，本格的な飼料作物及び草地造成等は少いが，

基本的には，多額飼養に伴い飼料基盤の整備が必要とな
る，

亀　個別経営の範囲をこえるが，すでに行われている

共同出荷と同様に，素牛の調達についても組級化が望j

しく，また外部からの資金的援助の果す役割は大きい．

5　若令肥育については，短期肥育に比して経済性は

あがっていをい郡，所得率の高いこと，素牛及び仕上畜

規格の均一性等によって一定水準の生産力を繹保出来れ

ば，集団的計画‾産を行いやすい性格をもつと考えられ
る．


